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令和7年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　　総括表

法人名 有限会社
フルハウスカンパニー 代表者 助川覚 法人・

事業所
の特徴

平成13年に訪問介護からスタートした。その後、デイサービス、居宅介護支援、グループホー
ム、有料老人ホームと展開し、子ども食堂で子ども事業も展開した。令和2年には関連会社で
就労支援、相談支援事業をスタートさせ障害者事業も展開。令和3年に当該施設をスタートさ
せ、令和4年には障害者の生活介護を併設させ、共生型を展開している。

事業所名 小規模多機能型
居宅介護ひまわり 管理者 助川典子

出席者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援センター 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

1人 3人 1人 1人 1人 人 1人 4人 人 12人

項目 前回（R7)の改善計画＝R6にやること 前回（R7）の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回（R7）の改善計画＝R8にやること

Ａ. 事業所自己評価の
　　確認

利用者様一人ひとりに合った個別ケ
アを考え実施する。それをＭＴ等で
定期的に評価・情報共有してサービ
スの質の向上を図る。
地域との関わりをより深める。

利用者の個別ケアについて、毎日の記録の中
で課題と思われるものを終礼で抽出し、カン
ファレンスで方針を決め部会ミーティング等
で情報共有してケアの統一ができた。

・職員によっての取り組みに対する
考えが違うため、そのため事業所と
しての理念やケアの方向性をしっか
りと共有していきたい。

・職員によっての取り組みに対する
考えが違うため、そのため事業所と
しての理念やケアの方向性をしっか
りと共有していきたい。

Ｂ. 事業所の
　　しつらえ・環境

高齢者と障害者が一緒にできるレク
やコミュニケーション等ができる環
境を整え、安全で活気のある生活が
送れるように工夫をする。

障害者施設との合同レクで壁画アートを製作
をして、玄関には普段のご様子など写真掲載
したり、利用者様が製作した物を飾ったり、
生活空間を季節に合わせて飾りつけをした。

・清潔感や季節感を意識して引き続
き環境整備に取り組んで欲しい。
・利用者様の安全性や感染症対策に
も気を付けたい。

・清潔感や季節感を意識して引き続
き環境整備に取り組んで欲しい。
・利用者様の安全性や感染症対策に
も気を付けたい。

Ｃ. 事業所と地域の
　　かかわり

他事業所との交流会と研修会等を定
期的に実施する。

毎月内覧会実施し、地域の方々への理解と親
睦を深めている。
町内会の駅伝大会に利用者とその家族と職員
が参加し、不参加の方も沿道にて応援をし
た。また、地域ボランティアの方が催し物を
披露し、利用者の活気に繋がっている。

・引き続き他事業所との交流会・研
修会等を積極的に実施していく。

・引き続き他事業所との交流会・研
修会等を積極的に実施していく。

Ｄ. 地域に出向いて
　　本人の暮らしを
　　支える取組み

・利用者様を定期的にひまわりカ
フェへお連れしてお茶をしながら雰
囲気を楽しんでもらう。

花見ドライブや冬にイルミネーション観覧等
の外出をした。
施設併設の障害者施設との合同レクで納涼祭
を実施して地域参加を促すことができた。
また、施設内のひまわりカフェに利用者様を
案内してくつろげる時間を提供できた。

・カフェなどの何気ないひと時や季
節や街並みを感じる催しは利用者様
にっとて心の安定にも繋がってい
る。

・利用者様と地域との関わりを深め
ていく。

Ｅ. 運営推進会議を
　　活かした取組み

外国人雇用を検討したい事業所への
現場レベルの情報提供を運営推進会
議以外にも市内の交流会等に積極的
に参加して地域全体で問題の解決に
助力する。

施設の内覧会を実施。外国人労働者につい
て、障害者と高齢者の関わりなど地域の方へ
紹介している。

・外国人職員は利用者様からも好意
的に受け入れてられている。

・外国人職員は利用者様からも好意
的に受け入れてられている。



Ｆ. 事業所の
　　防災・災害対策

避難訓練に参加できなかった職員も
常に誰でも避難経路や手順を把握で
きる環境を整える。

事業所の避難訓練は半年に1回実施し、避難
経路・連絡網の確認をした。避難は時間内に
問題なく完了出来ている。
非常災害研修の実施。職員全員が参加してい
る。

特になし。 ・職員全員が引き続き災害対策につ
いて学ぶ機会を設ける。


